
 
 

 

 

 

 

 

５月 1３日（水）、６年生を対

象に「租税教室」を開催いたしま

した。当日は神崎町の職員の方２

名をお招きし、税金の種類やその

必要性、社会の仕組みとの関わり

などについて分かりやすく教えて

いただきました。

 授業ではビデオ視聴を通し、「も

し税金がなくなってしまったら、

私たちの暮らしはどうなるのか」

を具体的にイメージしながら、税金が日常の安全や便利さを支えていること

を学びました。また、１億円の模造紙幣が入ったジュラルミンケースを実際に

持たせてもらう体験もあり、子どもたちは「予想よりもずっと重い！」と、そ

の重みに驚きの声を上げていました。 

 ６年生は現在、社会科で税金についての学習を進めています。今回の租税教

室は、教科書での学びをさらに深める大変貴重な機会となりました。租税教室

で講師の方が最後に語られた、「税金はみんなで助け合って生活するための会

費である」という言葉が、子どもたちの心に強く残ったようです。社会の一員

としての意識を育む、実りある時間となりました。 

 

 5 月 13 日（水）、晴天の下、毎年恒例のにしきごい

集会を行いました。集会では、まず各学年の代表が、今年

度の目標を発表しました。 

 続いて、校長先生から「こいのぼりの由来」についての

お話がありました。こいのぼりに込められた願いやその

歴史についての理解を深めました。さらに、こいのぼり

3 択クイズでは、正解を聞くたびに全校児童が盛り上が

りました。 

 児童一人ひとりが今年の目標を胸に、にしきごいのよ

うにたくましく、未来へ向かって元気に成長していく姿

を期待しています。 

大平台だより

 

 

 

税金の種類を確認する子供たち 

1年生 



 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５月３０日（土）の運動会に向けて、校庭からは毎日、

子どもたちの元気な声が響き渡り、練習も一段と盛り上が

りを見せています。応援合戦や各学年の種目はもちろんの

こと、全校ダンス「よさこいソーラン」や全校綱引きな

ど、どの練習にも真剣に、集中して取り組む子どもたちの

姿に、いよいよ運動会も間近だなと緊張感が伝わってきま

す。 

さて、今年の運動会スローガンが、児童会を中心とした子どもたちの話し

合いによって決定いたしました。それは、以下の通りです。 

 

         『心をひとつに 最高の運動会にしよう』 

 

 この言葉通り、すべての子どもたちと教職員がまさに「心をひとつに」し

て、より良い運動会をつくり上げようと日々の練習に励んでいます。 

 本番当日、お越しいただく皆様の心に残る素晴らしい運動会をお届けでき

るよう、全校一丸となって取り組んでまいります。ご家庭におかれまして

は、毎日の練習で疲れて帰る子どもたちへ、温かい励ましの言葉とサポート

をどうぞよろしくお願いいたします。 

綱引き練習 よさこいソーラン 

学級での応援練習 校庭での応援練習 


